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日   高 20 

安井夫人の縮刷を校し畢る」とある。本の発行は，大正 3年 10月 23日（奥付）。 
なお，初出誌『太陽』とこの単行本との校合については，後述の 11『鷗外全集』（岩波書店，

昭和 48年）第 15巻巻末にある対校が詳しく，上述の原稿冒頭部の写真との異同にも言及する。 
以後，各社の文学全集などで『安井夫人』が収録される場合，この単行本がほぼ定本(底本)

としての役割を果たしている。 
 

２．『安井夫人』が収録された本 

 
次に，『安井夫人』が収録されている鷗外の全集や選集，各社の近代文学全集，文庫本などを

挙げていく。以下，グループ別に，発行年順にナンバーを打って並べる。 
【解説・解題】 作品をより深く理解し味わう上で，巻末に付けられている「解説」や「解

題」は手引きとなり参考になる。各本の解説者についてもわかる限り記しておこう。 
【注・注釈】 また，「注」の詳しさも作品を味読する上では助けになる。が，どの語や表現

にどの程度の，どのぐらいの数の注を付けるかも，編集側ではスペースの制約とのせめぎ合い

もあって悩むところだろう。豊富なものからまったくないものまで，実態は多様である。（注８） 
【ルビなど】 難しい語や漢字の読みも，どう発音すればいいのか迷って決められないと読

んでいて落ち着かない気分になる。が，ルビがあるとスムーズに読み進めていくことができる。 
特に後で述べる「朗読」の場合などは，いちいちの語について発音(読み)を決めていく必要

があるが，複数の収録本を見ていくとそれぞれに異なっていて，悩ましい（注９）。 
その当時は特にルビがなくてもよかった語でも，時代が変わると馴染みがなくなり読めなく

なることもある。編集に当たっては各社の編集方針に従ってルビにも加除があったり，文字表

記にしても旧字体の漢字を新字体にしたりすることが多いし，仮名遣いを「現代仮名遣い」に

変えたり，送り仮名を現行の規則に揃えたりなどという作業が加えられていることもある。 
また意味や理解には特に影響はしないが，例えば冒頭の「日向国宮崎郡清武村…」も，「宮崎

ごおり」としたもの，「宮崎ぐん」としたもの，ルビなしのものと，まちまちである。「清武村」

も「そん」か「むら」か…。宮崎県では市町村名の場合，現在は「○○そん」と読む習慣があ

るが，当時ははたしてどうだったのか…。「三棟」も「みむね」か「さんむね」か…。 
お佐代さんの実家の名字「川添」も，ルビは「かわぞえ」と濁って付いているが，地元では

「かわそえ」と清音で言うのが一般的だといった問題もある。 
【ミス】作品のはじめのほうの「土佐堀三丁目の蔵屋敷に著いて，…」は，江戸期には土佐

堀は一・二丁目しかなく，飫肥藩蔵屋敷は実際には一丁目にあったのだという（注 10）。同じ
く「(仲平は)去年江戸から藩主の供をして帰った」も事実は「今年」とあるべきだったり…と
いった違いもある。これも「朗読」の場合など，どうすべきか対応が難しい。 
 ～・～・～・～ 
《全集・選集類》 全巻が鷗外の作品のみを集めた全集や選集などは，次のとおり。 
１『鷗外全集』第 4巻  巻末に「編纂者の辞」小嶋政二郎 鷗外全集刊行会 大正12年 1月 
２『鷗外全集』第 4巻 創作戯曲編・創作小説編 上 鷗外全集刊行会 昭和 4年 9月 
３『鷗外全集』著作編 第 5巻 岩波書店 昭和12年10月 

 ＊附録の月報「鷗外研究」第 16号の藤森成吉「鷗外の歴史小説」に原稿冒頭の写真あり。 
４『鷗外選集』第 7巻   解説：斎藤茂吉 東京堂出版 昭和24年  6月 
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５『森鷗外作品集』第 4巻 解説：中野好夫 創元社   昭和26年 1月 
６『鷗外全集』著作編 第 6巻 岩波書店 昭和26年11月 
７『鷗外小説全集』第 8巻 森於莵・小堀杏奴編 宝文館 昭和32年  6月 
８『森鷗外全集』3       解説 吉田精一 筑摩書房 昭和37年  4月 

＊ 巻末に「天保五年分間江戸大絵図」と「天保八年大阪図」の折り込み地図あり。 
『安井夫人』関係は江戸 13地点と大阪 1地点。後の 10 も同じ。 

９『森鷗外作品集』第 5巻 昭和出版社 昭和40年  3月 
10
『鷗外全集』第 15巻「大鹽平八郎 稲妻 尼 堺事件 曾我兄弟 舞踏 謎 安井夫人ほか」 

（「後記」があるが執筆者の記名なし） 岩波書店 昭和48年  1月 

『筑摩全集類聚 森鷗外全集』3   解説：吉田精一 筑摩書房 昭和46年  6月 
11

12『鷗外選集』第 5巻「高瀬舟 他」 解説：小堀桂一郎         岩波書店 昭和54年  3月 
13『鷗外全集』第 15巻 木下杢太郎ほか編 岩波書店 昭和63年  2月 
14『鷗外歴史文学集』第 3巻       解題：須田喜代次 岩波書店 平成11年11月 
《文学全集の中で》 日本文学全集などのうち「森鷗外集」の１編として採録されたもの。 
①『新選森鷗外集』 改造社 昭和  3年10月 
②『森鷗外集』下巻 監修：石川 淳 新潮社 昭和26年  1月 
③ 『森鷗外小説集』第 2（歴史編） 春歩堂 昭和31年  8月 
④ 現代日本文学全集 55『森鷗外集』（二）解説：唐木順三 筑摩書房 昭和31年10月 
⑤ 近代日本文学読本『森鷗外読本』その生涯と作品 唐木順三編 学習研究社  昭和34年  5月 
⑥ 愛蔵版 現代日本文学全集 13 『森鷗外集』（二） 筑摩書房 昭和36年11月 
⑦ 日本現代文学全集 講談社版 7『森鷗外集』伊藤 整ほか 講談社 昭和37年  1月 
⑧現代文学大系 4 『森鷗外集』 「人と文学」：唐木順三 筑摩書房 昭和39年10月 
⑨日本の文学 3   『森鴎外』（二）谷崎潤一郎ほか編 中央公論社 昭和42年  2月 
⑩ 日本文学全集 6  『森鷗外集』     解説：吉田精一 河出書房 昭和43年  2月 
⑪ 豪華版 日本現代文学全集１『森 鷗外集』 講談社 昭和44年  1月 
⑫ カラー版日本文学全集 7『森鷗外』  解説：稲垣達郎 河出書房新社 昭和44年  3月 
⑬ 日本文学全集 4『森 鷗外集』 筑摩書房 昭和45年11月 
⑭ 現代日本文学大系 8 『森鷗外集』二 筑摩書房 昭和46年  4月 
⑮ 新潮日本文学１『森鴎外集』       解説：福永武彦 新潮社 昭和46年  8月 
⑯ 日本の文学 3  『森 鷗外』 アイボリーバックス 中央公論社 昭和47年10月 
⑰『日本近代文学』 岡保生, 杉本邦子, 大塚豊子編 近代文学研究所 昭和50年  2月 
⑱『歴史小説抄』 前川清太郎，佐野正巳編 芦書房 昭和51年  4月 
⑲ 近代日本文学 6 『森鷗外集』（二） 筑摩書房 昭和51年  8月 
⑳ 筑摩現代日本文学大系 4 『森 鷗外集』「人と文学」唐木順三 筑摩書房 昭和51年11月 
㉑『ザ・鷗外』－森鷗外全小説全一冊 第三書館 昭和60年  5月 
㉒ 愛と青春の名作集『雁・うたかたの記』 作品解説：長谷川 泉   旺文社   平成  9年  4月 
《児童向け》 以下は，いずれも少年少女向けの本の中に収録されている。 
〈１〉少年のための純文学選『高瀬舟』 桜井書店 昭和24年 12月 
〈２〉中学生文学全集 3 吉田精一編 安井夫人 問題／鑑賞 新紀元社 昭和31年  5月 
〈３〉少年少女現代日本文学全集１『森鴎外名作集』 偕成社 昭和38年 12月 
    森 鷗外の人と文学：吉田精一 作品の読み方，味わい方：滑川道夫・斎藤喜門 
〈４〉ジュニア版日本文学名作選 14  『山椒大夫・高瀬舟』 
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代表作と言われるものを多数収めて，文字によって読めるようにしたものがある。例えば

CASIOの XD-D10000型には日本文学と世界文学がそれぞれ 1000種収録されている。そのう
ち鷗外の作品は 24種入っており，その中の１つとして『安井夫人』も収められている。  

 
３．『安井夫人』に関する研究論文・論考 

 
では，『安井夫人』はこれまでどのように研究され，どう分析し考察されているのだろうか。 
《研究論文 類》まず『安井夫人』そのものを考察の対象にした研究論文類を挙げる。 
なお，近年，大学の紀要などに掲載された論文の中には，インターネット上に載せて誰でも

容易にアクセスして読めるようにリポジトリ(repository)としたものがある。 
１．稲垣達郎 『安井夫人』について―歴史其儘と歴史離れ― 

『文学』14巻 12号 岩波書店 昭和21年12月 
２．稲垣達郎  森鷗外の歴史文学―「安井夫人」ノート   

『早稲田商学』88号 早稲田大学商学同攻会 昭和25年  9月 
３．稲垣達郎 『安井夫人』ノート 関西大学『国文学』4号 昭和26年  6月 

＊ 以上３編は（日本文学研究資料叢書）『森 鷗外 Ⅰ』（有精堂，昭和45年1月）と， 
『森鷗外の歴史小説』（岩波書店，平成元年4月）に収録。 

４．分銅淳作  安井夫人    『国文学言語と文芸』23号  昭和37年  7月 
５．清田文武  鷗外の歴史小説における人間像の形成―「待つ」「耐える」という 

契機を中心に―      日本文芸研究会 『文芸研究』64集 昭和45年  6月 
６．板垣公一  鷗外「安井夫人」論―希求的行動者と傍観的認識者 

『名城大学人文紀要』 14号 名城大学人文研究会 編 昭和48年10月 
＊ 後に『森 鷗外』その歴史小説の世界（中部日本教育文化会，昭和50年6月）に収録。 

７．船越 栄  鷗外の『安井夫人』―「歴史其儘」から「歴史離れ」への問題 
 『文化』東北大学文学会 編 昭和48年10月 
８．山崎一穎 「大正三年の鷗外」 『評言と構想』3集  昭和50年10月 
９．河村三佐子『安井夫人』(学生レポート) 剣持武彦「評」を付す。 
 『解釈』23ノ 7 昭和52年  7月 
10．蒲生芳郎 『安井夫人』について 

「現代国語」編集委員会『森 鷗外』（作家・作品シリーズ4） 東京書籍 昭和54年  4月 
11．山崎國紀 <特集> 新視点による作品論『安井夫人』―超俗への意志― 

『国文学』解釈と鑑賞 森鴎外―その小説世界― 至文堂 昭和55年  7月 
12．津田洋行 『安井夫人』論―その「歴史離れ」の意味するもの―  

『明治大学文学部紀要 文芸研究』45号  昭和56年  3月 
13．浦部重雄 『安井夫人』と『安井息軒先生』 

『信州白樺』森 鷗外特集 第 41・42合併号 昭和56年  4月 
14．浦部重雄 『お佐代さん』考    『愛知淑徳大学国語国文』6号  昭和58年  1月 
15．栗坪良樹 「安井夫人｣―主観的な意見二，三― 

（『国文学』解釈と鑑賞 臨時増刊号）森鷗外の断層的撮影像 至文堂 昭和59年  1月 
16．金子幸代  森 鷗外『安井夫人』論―〈新しき女〉とモンナ・ワンナ 

『文教大学国文』15号   昭和61年  3月 



日   高 24 

＊ 後に『 鷗外と〈女性〉』―森 鷗外論究―（大東出版社，平成4年11月）に収録。 
17．小林幸夫 〈お佐代さん〉の正体―『安井夫人』論 ―  

 『日本近代文学』第 37集 昭和62年10月 
18．平岡敏夫  遠い遠いところ―鷗外の女性像と芥川の女性像 

『森鷗外研究』2 和泉書院 昭和63年  5月 
   ＊ 後に『森 鷗外』不遇への共感（おうふう，平成12年4月）に収録。 

19．金子幸代 『新しき女』たちの台頭―日独における女性解放と森鷗外― 
 『社会文学』2号 昭和63年  7月 
20．山崎國紀 『森 鷗外の歴史小説』 岩波書店 平成 元年  4月 

第 2章 鷗外・歴史小説の創作方法 第 2節 『安井夫人』 
21．助川徳是 『安井夫人』雑考 『森鷗外研究』３ 和泉書院 平成 元年12月 
22．木谷喜美枝「安井夫人」 『国文学』解釈と鑑賞 特集 森鷗外の世界 
 至文堂 平成  4年11月 
23．大石直記 〈解放思想〉の枠組みを脱して―モダニティをめぐる鷗外・らいてうの思想的接面―    

『日本近代文学』第 51集 近代文学会 平成  6年10月 
24．山崎國紀 『安井夫人』再考―「サフラン」『毫光』との検討 

『森鷗外研究』6 和泉書院 平成  7年  8月 
25．中野新治  鷗外「安井夫人」論 ―「『遠い，遠い所に注がれてゐ』る視線」 

をめぐって―   『日本文学研究』31号 梅光学院大学 平成  8年  1月 
26．中島国彦 「お佐代さんは」が手に入れたもの―『安井夫人』の表現構造― 

『森鷗外研究』7 和泉書院 平成  9年12月 
27．田中司郎  小説「安井夫人」について 『薩摩路』14号  
 鹿児島大学法文学部国語国文学会 平成16年  3月 
28．喜久村 芽 「安井夫人」「ぢいさんばあさん」にみる歴史小説の妻 

第 15回〔成蹊大学文学部〕日本文学科研究奨励賞(欅賞)発表・佳作要旨 平成17年  3月 
29．日塔美代子 森鷗外『安井夫人』小考－佐代のイメージ 『立命館文學』592号 
 立命館大学人文学会編 平成18年  2月 
30．前田角蔵 森鷗外『安井夫人』小考 宮崎大学『地域文化研究』Vol.1  平成18年  3月 
31．伊藤佐枝 <紅一点>の物語に於ける選ばれること/選ぶこと 

―志賀直哉『赤西蠣太』，森鷗外『安井夫人』，島崎藤村『破戒』に即して 
『都大論究』43号 東京都立大学国語国文学会 平成18年  6月 

32．勝倉壽一 「安井夫人」の問題―「歴史其儘」の苦悩―  
福島大学『人間発達文化学類論集』5  平成19年  6月 

＊ 後に『歴史小説の空間』鷗外小説とその流れ（和泉書院，平成20年3月）に収録。 
33．清田文武  森鷗外「安井夫人」論 『比較文学』52号 日本比較文学会 平成22年  3月 
34．須田喜代次「繭を破つて出た蛾」としての「お佐代さん」 

―「安井夫人」を書く鷗外 『大妻国文』42号 平成23年  3月 
なお，外国(韓国)の日本近代文学研究者による論考もある。 

35．柳鎮雨「森鴎外の『安井夫人』論」 韓国日語日文学会編『日言日文学会研究』第 33巻    
東南保健大学観光日言通訳科助教授（日本近代文学専攻）   1998年(平成 10)12月 

《研究書 類》  
１．斎藤茂吉 「鷗外の歴史小説」  『文学』4巻 6号 岩波書店 昭和11年  6月 

         ＊ 後に『斎藤茂吉全集』第 24巻（岩波書店，昭和50年 9月）に収録。 



森 鷗外『安井夫人』関係文献と情報 一覧 25

２．唐木順三 『鷗外の精神』 一，鷗外精神史  二，歴史を超えるもの 
『安井夫人』から『寒山拾得』まで 筑摩書房 昭和18年  9月 
＊ 「筑摩書房創業 30周年記念出版」として再版。 昭和45年9月 

３．日本文学研究資料刊行会編『森鷗外Ⅰ』（日本文学研究資料叢書） 
＊ 稲垣達郎の上述の論文 3編を収録する。 有精堂 昭和45年  1月 

４．山崎正和 『鷗外―闘う家長』 Ⅲ 勤勉なる傍観者   
         ＊ 後に新潮文庫（昭和 55年 7月）に入る。 河出書房新社 昭和47年11月 
５．岡保生・杉本邦子・大塚豊子編『日本近代文学』  安井夫人 ／ 森鴎外 
 近代文化研究所 昭和50年  2月 
６．板垣公一 『森  鷗外―その歴史小説の世界―』序章 鷗外歴史小説序説 『安井夫人』 

第 8章 鷗外「安井夫人」論―希求的行動者と傍観的認識者 
 中部日本教育文化会 昭和50年  6月 
７．斎藤茂吉 『斎藤茂吉全集』第 24巻  鷗外の歴史小説 岩波書店 昭和50年  9月 
８．竹盛天雄他 『シンポジウム日本文学⑬ 森 鷗外』 

「鷗外と大正」 竹盛天雄・小堀桂一郎・磯貝英夫・平川祐弘・三好行雄 
                                                         学生社   昭和52年  2月 
９．吉野俊彦 『権威への反抗 森 鷗外』 

第 12章 鷗外のマドンナ―『安井夫人』 PHP研究所 昭和54年  8月 
10．尾形 仂 『鷗外の歴史小説』～史料と方法～ 筑摩書房 昭和54年12月 
11．長嶺 宏 『逍遥・鷗外論考』 歴史小説から史伝へ 風間書房 昭和60年  8月 
12．吉野俊彦 『鷗外百話』 Ⅱ 日本はまだ普請中  

第 30話 森鷗外『安井夫人』 徳間書店 昭和61年11月 
13．加藤富一 『近代文学の女人像』　お佐代(安井夫人) 近代文芸社 昭和61年12月 
14．山崎國紀 『森鷗外―基層的論究』 第 7部 歴史小説への視点 

第 2章 『安井夫人』―超俗への意志 八木書店 平成 元年 3月 
15．稲垣達郎 『森鷗外の歴史小説』 あとがき：竹盛天雄 岩波書店 平成 元年 4月 

16．金子幸代 『鷗外と〈女性〉―森鷗外論究―』  大東出版社 平成  4年 11月 
Ⅲ 小説の中の女性像　第二章 歴史小説のヒロイン・『安井夫人』―〈新
しい女〉とモンナ・ワンナ―　第三章 母性原理を越えて―歴史小説・

史伝の中の女性像― 二『安井夫人』の佐代   
17．山崎國紀 『鷗外―成熟の時代 』 『安井夫人』再考―「サフラン」『毫光』との検討 
 和泉書院 平成  9年  1月 
18．平川祐弘他『講座 森鷗外』2  『鷗外の作品』 「歴史と小説」－鷗外史伝の始動を 

めぐって   蒲生芳郎 新曜社 平成  9年  5月 
19．川田国芳 『鷗外の描いた女たち』 (四) 献身耐忍の愛  

①『安井夫人』―佐代― 私家版 平成11年12月 
20. 平岡敏夫 『森 鷗外　不遇への共感』 

Ⅲ 小説と史伝 ｢安井夫人｣―鷗外・芥川の女性像 おうふう 平成12年  4月 
21．金子幸代編・解説『鷗外女性論集』 不二出版 平成17年  4月 
22．勝倉壽一 『歴史小説の空間―鷗外小説とその流れ―』 和泉書院 平成20年  3月 

第 2章 森鴎外の歴史小説 「安井夫人」の問題―「歴史其儘」の苦悩 
23．大石直記 『鴎外・漱石―ラディカリズムの起源―』＜解放思想＞の枠組みを脱して― 

モダニティをめぐる鷗外・らいてうの思想的接面 春風社 平成21年  3月 
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が発表されて以降，その後の改定の際に採録されたものである。 
国語教科書に載った教材を通覧し，その特徴や傾向を分析した「定番教材の誕生」(野中 潤，

筑摩書房 Web サイト)によると，戦前，鷗外の作品で最も多く採録されたのは『山椒太夫』で
のべ 95回,『高瀬舟』が 85回,『乃木将軍』(詩) 59回,『曽我兄弟』(戯曲)56回，それに次いで
『安井夫人』43回，『即興詩人』(翻訳)29回などとなっているという。その URLは次の通り。 
http://www.chikumashobo.co.jp/kyoukasho/tsuushin/rensai/teiban-kyouzai/002-03.html 
橋本暢夫『中等学校国語科教材史研究』（渓水社，平成 14年 7月）には，坪内逍遥・徳富蘆

花・島崎藤村・夏目漱石・森 鴎外・芥川龍之介・寺田寅彦の作品が掲載された旧制中学校や女
学校の国語教科書について詳細に調査され，一覧表にして各作品の具体的な採録部分なども挙

げられている。そして「鷗外作品の初採録といった面からみていくと，「高瀬舟」｢安井夫人｣

「曽我兄弟」が大正 12年に，「寒山拾得」「木霊」が大正 13年に，「山椒大夫」が大正 15年に，
中等教材として採りあげられ，以後，昭和戦前期にかけて定着していった」のだという。 
また同書によると，鷗外の作品では「昭和戦後期においては，その第１期に当たる 1950 年

代の高等学校教材では，｢安井夫人｣「寒山拾得」が中心を占めていた」という。 
東京書籍の附設教科書図書館「東書文庫」http://www.tosho-bunko.jp/search/ を検索すると，

戦後，中学校用では 2社 3種の国語教科書に採録されていることがわかる。（注 12） 
山本有三編集  『中学国語』３   日本書籍    昭和 37年 
佐藤春夫監修  『中学国語』３   大阪書籍    昭和 37年 
高木市之助等著 『中学国語』３   大阪書籍    昭和 41年 

また，高校では，次の例がある。これは割愛なしの全文収録という極めて珍しい例である。 
『高等学校 国語Ⅰ』         右文書院    昭和 48年 
『高等学校 国語Ⅰ』         右文書院    昭和 59年 

学校教科書は生徒にとっては必ず学習するものであり，文学教材として採られた作品などは

印象に残ることが多いであろう。 
岩波書店で長年『漱石全集』の編集に携わった秋山 豊は，『漱石の森を歩く』(トランスビュ

ー，平成 20年 3月)で，中学校の教科書で『安井夫人』を読んだことを述懐している。 
《授業実践用》全国の各学校での実践例は非常に多かろうと思われるが，管見では次の通り。 
１．西尾 実 『安井夫人』研究 謄写版 東筑・西南部支会 (年月日記載なし)（注 13） 
２．宮澤林直（都立板橋高校教諭） 教授上の問題点 「安井夫人」 
    『国文学』解釈と教材の研究 特集 森 鷗外の総合探求  学燈社 昭和 31年 9月 
３．上坂信男（関東学院商工高校教諭）教授上の問題点 鷗外の歴史小説の転機― 

「安井夫人」「高瀬舟」「寒山拾得」に関連して― 
『国文学』解釈と教材の研究 特集 森 鷗外の総合探求  学燈社 昭和 31年 9月 

《大学の入試問題として》  
私自身が大学受験生であった昭和 40年前後に，『安井夫人』が大学の国語の入試問題として

出題されたことがあった。過去に出題された問題のデータベースを持っている大手予備校や受

験雑誌の出版社など数社に聞いた限りでは，近年は出題された例はないようである。 
関連して，現代文の受験参考書として定評のあった高田瑞穂『新釈 現代文』（新塔社，昭和

34年 9月初版）は，重版の際「近代文学の何を読むか」が加えられ 15の短編が推奨されてい
るが，その中に『安井夫人』も挙げられている。現在，ちくま学芸文庫で見ることができる。 
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９．谷沢永一  『名言の力』 「智者」 PHP 研究所 平成21年  6月 
 ～・～・～・～ 
《ブログ類》「Yahoo！」や「Google」などの検索エンジンで「“森 鴎外” “安井夫人”」と 
いうキーワードで検索すれば多数ヒットする。私が読んだ中で，主なものを挙げる。 
1.「言語空間批評」楽書快評 0083 「安井夫人」森 鴎外 
    http://www.geocities.jp/npowaro/raku-83.htm (2005.7.4) 
2.「世は不可解なり」 鴎外の嫁取りの説「安井夫人」 

http://ameblo.jp/kyo-yu/entry-10006589123.html (2005.11.29)  kyo-yuの投稿 
3. 壺齋散人(引地博信)「日本語と日本文化」「日本文学覚書」森鴎外「安井夫人」女の生き方 

http://japanese.hix05.com/Literature/Ogai/ogai07.yasuihujin.html (2008 ? ) 
4. 株式会社 河野 Net個人指導道場 「名作を読む」 森鴎外「安井夫人」を読む 

http://sakubun.blog.ocn.ne.jp/blog/2009/07/post_56da.html (2009.7.10) 
5.「フリードリヒの日記」 「安井夫人」森 鴎外 

http://blog.goo.ne.jp/niet439/e/a8fba7b0cf96173ac05ad37388d4f43b (2010.6.21) 
6. らんどくなんでもかんでも２ 「安井夫人」森 鴎外 

http://blogs.yahoo.co.jp/no1685j_s_bach/archive/2011/06/30 (2011.6.30) 
7. 読書の楽しみ 高田瑞穂「近代文学の何を読むか」(5) 森  鴎外｢安井夫人｣  
  http://blog.livedoor.jp/kuni674/archives/6964229.html (2012.3.30) 
8. 安井息軒の夫人『佐代』を描いた森鴎外の『安井夫人』 

http://www.miyazakichan.com/hujin/（年不明） 
《シナリオとして》 
映画やテレビドラマを想定した『運命の波』～安井息軒先生一族～というシナリオが，  wiki

モバイル http://www39.atwiki.jp/witaka/m/pages/13.html??guid=on に「自作シナリオ集」と
して載っている。川添家に縁談を申し込むシーンその他が描かれているが，その使者は仲平の

妹の美和という設定になっていたり，息軒が病床の父滄洲に「お体の具合はどげんでございま

すか？」と語りかけるなど (清武の方言なら｢どげん｣ではなく「どんげ」とあるべきところ)，
『安井夫人』を原作と考えるなら，その設定や地元の方言の実態とは異なる記述になっている。 
《要約紹介として》 
『安井夫人』のあらすじを要約しリライトした形で紹介したものが，雑誌『友愛』(全繊同盟

友愛編集部)昭和 27年 10月号(通巻 57号)に「東西賢女伝」(1)として載っている。浅見 淵（絵：
寺田政明）によって書かれたものである。 

 

５．地元・宮崎県清武町では 

 
最後に，安井息軒・佐代夫妻の出身地・宮崎県宮崎郡清武町(平成 22 年 3 月 23 日に宮崎市

と合併)での関連事項を中心に，宮崎県での情報を挙げておきたい。 
【安井息軒旧宅】  清武町中野にある。昭和 54 年に国指定の史跡となり，後に茅葺き屋根

に復元された。その向かいには【きよたけ歴史館】があり，息軒をはじめ旧清武郷の先人たち

に関する展示と説明がある。息軒は写真を一枚も撮っていないというが，座机の横に座った着

物姿の肖像画が軸装にして掛かっている。『安井夫人』コーナーもあり，影絵と女優・竹下景子
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Yasui fujin” (Mrs. Yasui) by Mori Ohgai and 
related publications and papers 

HIDAKA Koichiro 

Abstract 

Yasui fujin” (Mrs. Yasui) is a short story written by Mori Ohgai  
in 1914. This paper attempts a general survey of the work, covering as 
many aspects as possible:  its first appearance, its publication in the 
complete works of Ohgai, and in various pocket editions, studies relating 
to it by scholars of modern Japanese literature, its inclusion in Japanese 
school textbooks, and various other related matters, including the story’s 
setting in Kiyotake in Miyazaki Prefecture.  It is to be hoped that this 
report will lead to further research into “Yasui fujin.”  
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